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私
た
ち
が
弓
国
旗
国
歌
』
尊
重
義
務
化
に
反
対

す
る
ｎ
．
５
院
内
集
会
」
を
開
い
て
い
る
ま
さ
に
そ

の
と
き
、
参
院
国
家
安
全
保
障
特
別
委
員
会
に
お
い

て
特
定
秘
密
保
護
法
案
が
強
行
採
決
さ
れ
、
翌
６
日

に
は
本
会
議
で
成
立
し
た
。
国
会
へ
向
か
っ
て
あ
げ

る
拳
の
先
の
銀
杏
は
、
冊
年
教
育
基
本
法
の
と
き
と

同
じ
く
金
色
に
輝
い
て
い
て
、
悔
し
涙
が
に
じ
む
。

＊
安
倍
政
権
下
の
教
育

い
お
お

第
２
次
安
倍
政
権
は
巌
の
よ
う
な
決
意
で
、
国
内

的
に
は
「
天
皇
統
治
の
軍
事
国
家
」
、
国
際
的
に
は

「
ア
メ
リ
カ
属
国
」
の
道
を
進
も
う
と
、
大
急
ぎ
で

立
憲
主
義
平
和
主
義
を
壊
す
。
安
倍
政
権
は
教
育
を

商
品
と
し
て
自
由
競
争
に
さ
ら
す
一
方
、
「
そ
の
他

大
勢
」
の
子
ど
も
を
国
家
に
従
順
な
人
間
に
育
て
る

た
め
、
学
校
を
「
愛
国
心
調
教
工
場
化
」
し
よ
う
と

躍
起
に
な
っ
て
き
た
。
最
近
で
は
道
徳
を
教
科
化
し
、

教
育
行
政
を
首
長
の
下
に
お
こ
う
と
す
る
な
ど
戦
後

教
育
改
革
を
次
々
潰
し
て
い
る
。

す
で
に
東
京
で
は
、
皿
・
記
通
達
を
境
に
「
日
の

丸
・
君
が
代
」
強
制
な
ど
教
育
破
壊
が
格
段
に
進
ん

だ
。
特
に
安
倍
政
権
に
な
り
、
軍
隊
へ
の
親
和
化
、

歴
史
の
歪
曲
、
天
皇
の
戦
争
責
任
否
定
、
愛
国
心
が

露
骨
に
子
ど
も
達
に
刷
り
込
ま
れ
る
。
自
衛
隊
基
地

で
の
高
校
生
の
宿
泊
訓
練
、
都
独
自
教
科
書
「
江
戸

｛
教
育
｝愛
国
心
教
育
を
加
速
さ
せ
る

秘
密
保
護
法

渡
辺
厚
子

か
ら
東
京
へ
」
の
活
用
、
決
定
済
み
の
実
教
出
版
教

科
書
の
差
し
替
え
、
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
使
用
調

査
等
が
進
行
し
、
決
定
権
を
奪
わ
れ
た
教
職
員
は
も

が
い
て
い
る
。
区
や
市
の
議
会
、
教
育
委
員
会
に
「
日

の
丸
」
常
時
掲
揚
、
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
撤
去
、
教

科
書
採
択
を
執
棚
に
陳
情
す
る
学
校
側
と
連
動
し
た

地
域
の
動
き
も
目
立
つ
。
改
憲
な
し
に
天
皇
元
首
化
、

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
尊
重
義
務
化
の
道
が
着
々
進
む
。

＊
情
報
を
統
制
す
る
教
育
行
政

競
争
と
愛
国
心
、
差
別
・
排
外
意
識
が
強
め
ら
れ

る
中
、
学
校
で
は
子
ど
も
の
い
じ
め
自
殺
や
教
員
の

う
っ
自
殺
、
中
途
退
学
の
増
大
、
「
日
の
丸
・
君
が
代
」

４
５
０
名
教
職
員
処
分
な
ど
深
刻
な
問
題
が
起
き
て

い
る
が
、
自
殺
に
は
箱
口
令
が
し
か
れ
当
該
校
職
員

す
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
不
当
な
業
績
評
価
、
分
限

免
職
処
分
、
「
君
が
代
」
処
分
に
異
議
申
し
立
て
よ

う
と
本
人
が
開
示
請
求
し
て
も
、
個
人
情
報
保
護
と

い
う
名
目
で
本
人
名
以
外
黒
塗
り
だ
。
教
科
書
採

択
で
は
改
ざ
ん
（
編
注
／
横
浜
市
立
高
校
の
希
望
す
る
教

科
書
を
教
育
委
員
会
事
務
局
が
書
き
換
え
）
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
都
教
委
は
、
校
長
に
し
か
通
じ
な
い
「
タ

イ
ム
ズ
」
と
呼
ば
れ
る
メ
ー
ル
連
絡
法
で
「
学
校
経

営
」
を
指
令
し
、
「
君
が
代
」
斉
唱
に
不
起
立
し
た

保
護
者
の
報
告
や
ご
く
些
細
な
こ
と
が
ら
ま
で
す
べ

2２

；
Ｉ
…
、
…
…
：

て
に
「
報
・
連
・
相
」
（
編
注
／
報
告
・
連
絡
・
相
談
）

を
求
め
、
情
報
を
操
る
。
都
議
会
文
教
委
に
も
都
合

の
い
い
情
報
し
か
出
し
て
い
な
い
。
私
た
ち
は
、
裁

判
に
訴
え
よ
う
や
く
情
報
の
一
部
を
手
に
入
れ
、
闘

い
を
し
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

＊
思
考
を
縛
る
秘
密
保
護
法

秘
密
保
護
法
は
現
状
の
情
報
集
中
、
情
報
隠
し
、

改
ざ
ん
、
嘘
情
報
流
し
を
一
層
強
め
、
当
事
者
に
と
っ

て
の
事
実
を
奪
い
、
「
お
か
し
い
」
と
闘
う
術
を
奪
う
。

だ
が
も
っ
と
問
題
な
の
は
不
服
が
あ
っ
て
も
黙
っ
て

従
え
と
い
う
、
と
ど
の
つ
ま
り
人
の
思
考
を
縛
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
秘
密
保
護
法
は
国

家
が
個
人
の
精
神
的
核
心
で
あ
る
内
心
の
自
由
を
奪

う
。
「
国
家
へ
の
従
属
」
を
注
入
し
、
は
み
出
さ
な

い
よ
う
同
調
圧
力
を
か
け
、
は
み
出
せ
ば
排
斥
し
罰

を
与
え
人
を
縛
る
愛
国
心
教
育
は
、
同
質
の
こ
の
法

に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
。
秘
密
保
護
法
が
、
教
育
を

補
完
し
、
教
育
に
補
完
さ
れ
効
果
を
強
め
る
の
だ
。

治
安
維
持
法
の
入
り
口
に
き
た
の
だ
と
強
く
思
う
。

立
ち
止
ま
ら
ず
廃
止
運
動
を
続
け
て
い
こ
う
。
再

び
「
暁
を
抱
い
て
闇
に
い
る
雷
」
（
編
注
／
数
多
く
の

鋭
い
反
戦
川
柳
を
詠
ん
だ
鶴
彬
の
作
品
）
に
な
ら
な
い
為

に
、
戦
時
下
で
兵
役
拒
否
を
貫
い
た
人
間
が
存
在
し

た
こ
と
に
大
き
な
力
を
得
て
、
少
な
く
と
も
私
は
「
服

従
し
な
い
」
を
言
い
続
け
る
人
間
で
あ
り
続
け
た
い
。

（
わ
た
な
べ
・
あ
っ
こ
／
元
東
京
都
立
北
特
別
支
援
学
校
教

員
）
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